
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

相模原市障害者自立支援協議会 

令和４年度 第３号 

（令和５年３月発行） 

全 体 会 議 

相模原市障害者自立支援協議会は、障害のある人も住みやすい地域を目指して様々な活動に取組んでおり、今

年度については、会議やワーキンググループ、研修等を合わせて６０回をこえる活動を行いました。「きょうぎか

い」では、相模原市障害者自立支援協議会の活動の様子をお伝えいたします‼ 

 

 ３月３日に対面会議とウェブ会議を組合せた形で、第３回全体 

会議が開催されました。議事として、（１）重点目標の進捗状況に 

ついて、（２）各部会の活動について、（３）パンフレットの作成 

について、（４）中央障害者相談支援キーステーション設置検討ワ 

ーキング検討内容報告書について、（５）日中サービス支援型共同 

生活援助評価ワーキングについて、（６）医療的ケア児等支援地域 

協議会について、（７）共にささえあい生きる社会さがみはら障害者プランについ 

て、（８）今年度の振返りとこれからの活動について、が取上げられました。今年 

度の重点目標は、「相談支援体制の更なる充実を図る」、「協議会における成果物の

普及啓発に取組む」となっているため、この目標に沿った活動報告があった他、

日中サービス支援型共同生活援助の評価に関するワーキンググループの報告もあ

りました。また、相模原市の福祉施策等に関する情報提供も行われています。 

専 門 部 会 
                                                 

今年度の相模原市障害者自立支援協議会については、全体会議の下 

部に「権利擁護・虐待防止検討部会」、「地域課題調整部会」、「人材育 

成部会」という３つの専門部会を組織し、それぞれの取組により大き 

な成果を挙げています。権利擁護・ 

虐待防止検討部会では、市民の身近 

な相談先である、民生委員児童委員 

を対象とした研修を実施した他、今 

年度より設置が義務化された虐待防止委員会の運営方法をまとめた資料の作 

成、更にグループホーム向け出張型研修の企画にも取組みました。地域課題 

調整部会では、障害福祉と高齢者福祉の課題について、部会員の意見をまと 

めた「意見シート」を完成させた他、それぞれワーキンググループ立ち上げ 

て、パンフレットと中央障害者相談支援キーステーション設置検討に関する 

報告書の作成を行いました。人材育成部会では、相模原市の相談支援の現状 

を把握するために、ウェブを活用して相談支援専門員と部会員が情報共有を 

行える場として、「相談員オープンデスク」という取組を行いました。 

 

▼対面会議とウェブ会議を組合せた形式で開催 

▼民生児童委員を対象とした研修を企画実施 

▲パンフレットの作成も行いました 



 

【あとがき】 

今年度の相模原市障害者自立支援協議会の活動は、お陰様をもちまして

ほぼ終了となりました。次年度につきましても、今までの活動を踏まえな

がら、地域の課題に積極的に取組んでまいります。今後とも協議会の活動

につきまして、ご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 発 行 相模原市障害者自立支援協議会事務局 

〒252-0223 相模原市中央区松が丘 1-23-1 

電 話 042-758-2121（音声ガイダンス後③） 
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区課題検討会 

今年度の相模原市障害者自立支援協議会については、地域課題調整部会の下部に「緑区課 

題検討会」、「中央区課題検討会」、「南区課題検討会」という３つの区課題検討会を組織し、 

それぞれの地域における課題に取組みました。緑区課題検討会では、地域包括ケア支援シス 

テム（現：市町村介護予防・生活支援サービス情報提供システム）の活用について相模原市 

へ提案を行った他、青少年相談センター城山相談室と意見交換を実施する等、教育と福祉と 

の連携にも取組み、次年度に事業所説明や事例検討等の交流の機会を設ける方向となりました。 

中央区課題検討会では、「相談支援専門員が困り事を相談、共有できる場の設定が 

必要ではないか」という地域の課題に取組み、相模原市内の相談支援専門員がど 

のような困り事を抱えているのかを明らかにするため、今年度アンケート調査を 

実施しました。アンケート調査の結果についてはまとめが完了次第、回答者へ通 

知するとともに、成果物としてウェブ上 

で概要版を公表する予定となりました。 

南区課題検討会では、一昨年度に作成し 

た福祉と他機関との連携事例集「ふくし 

んとポコスン」を活用し、コンビニエン 

スストアや学校との連携に取組みました。 

コンビニエンスストアとの連携では、「ご 

近所プロジェクト」という名前のワーキンググループを立ち上げ、連 

携用のマップを作成する等、顔の見える関係づくりに取組みました。 

相模原市障害者自立支援協議会は、「障害のある人も暮らしやすい 

地域を目指して、関係機関等が話し合い、実現に結びつける場」とし

て、平成１９年に相模原市によって設置され、それ以来、数々の地域 

の課題に取組み、多くの成果を挙げてきました。地域の課題については、そ

れぞれの地域ごとに「グループスーパービジョン」という、複数の相談支援専門員による

事例検討にて抽出を行っており、抽出された地域の課題について協議の上、具体的な取組

を検討しています。地域の課題を解決するために、会議を開いて情報共有を行ったり、研

修を企画実施したりする他、冊子等を作成することもあります。また、相模原市の障害福

祉施策に対して提案を行うこともあり、検討の結果が基幹相談支援センターや障害者相談

支援キーステーションの設置につながったこともあります。現在までの活動については、

社会福祉法人相模原市社会福祉事業団のウェブページ（http://www.sagamihara- 

shafuku.or.jp/）に 

掲載されていますの 

で是非ご覧ください。 

▲福祉と他機関との連携事例集 

▲教育との連携に取組んだ緑区課題検討会 


